
学校へ行こう週間の自由参観では、お忙
しい中、ご参観いただきありがとうござい

ました。新しくなった教室やトイレ、校舎

内部のつくりの変化等についても見ていた
だけたのではないかと思います。昇降口に

は自主学習ノート博覧会と称して、それぞ

の学年の自主学習への取り組みを手に取っ

て見ていただく場も設けました。また、来
年度入学予定の保育園児も来校し、１・２

年生の学習の様子やランチルーム、コンピ

ュータ室、体育館など、いろいろな場所も
見学しました。学校生活への思いをさらに

膨らませているようでした。

１１月の読書月間には、子どもたちが読書に親しむ機会を多く

設け、読書の楽しみや多くの良書と出合うことができるようにと
図書館担当や学校司書補、児童会委員会等で様々な取り組みを行

っています。読書活動の中でも、家庭でしかできないのが親子読

書です。例えば、親子で同じ本を読み合い、感じたことや思った
ことなどを話し合ったり、お薦めの本をお子さんに紹介したりす

るなど、親子でのコミュニケーションをより多くしたり深めたりすることが期待できま

す。高学年では、推理小説を親子でページを決め、途中でそのページまでの段階での犯

人と理由を言い合うなどして楽しんだという話も聞きました。読書を楽しむ秋・人に！

１１月は「児童虐待防止月間」になっています。近年、児童虐待に関

する相談件数は増加傾向にあり、幼い生命が奪われるなどの痛ましい報

道も後を絶ちません。児童虐待には、殴る蹴る等の「身体的虐待」。「性
的虐待」。食事を与えない、病院に連れて行かない、不潔にしたまま等

の「ネグレクト」。無視、脅し、兄弟差別、子どもの目の前での DV 等
の「心理的虐待」などがあります。虐待に向かわないためには、爆発寸

前の気持をクールダウンさせたり、大人自身の SOS を関係機関等に相
談したり頼ったりすることも考えられます。地域や社会全体で児童虐待

を防止するためにも、子どもの不自然な傷や不自然な時間・場所に一人

でいるなど、虐待が疑われるサイン等に気づいた場合は、最寄りの児童

相談所につながる全国共通ダイヤル「１８９」（いちはやく）に相談・
通告をお願いします。また、学校にもご連絡いただければ幸いです。

教 ☆すすんで学ぶ子ども
育 ☆思いやりのある子ども
目 ☆ねばり強い子ども
標 ☆た く ま しい子ども
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